
「救いの創始者」                2018 年 12 月 11 日 

ヘブライ人への手紙 2 章 5 節～11 節 a 神は、わたしたちが語っている来るべき世界 

を、天使たちに従わせるようなことはなさらなかったのです。ある個所で、次のようには

っきり証しされています。「あなたが心に留められる人間とは、何者なのか。また、あな

たが顧みられる人の子とは、何者なのか。あなたは彼を天使たちよりも、／わずかの間、

低い者とされたが、／栄光と栄誉の冠を授け、すべてのものを、その足の下に従わせられ

ました。」「すべてのものを彼に従わせられた」と言われている以上、この方に従わない

ものは何も残っていないはずです。しかし、わたしたちはいまだに、すべてのものがこの

方に従っている様子を見ていません。ただ、「天使たちよりも、わずかの間、低い者とさ

れた」イエスが、死の苦しみのゆえに、「栄光と栄誉の冠を授けられた」のを見ています。

神の恵みによって、すべての人のために死んでくださったのです。というのは、多くの子

らを栄光へと導くために、彼らの救いの創始者を数々の苦しみを通して完全な者とされた

のは、万物の目標であり源である方に、ふさわしいことであったからです。事実、人を聖

なる者となさる方も、聖なる者とされる人たちも、すべて一つの源から出ているのです。 

 

神は、私たちが語っている御子によってもたらされた救いの世界を、天使たちに従わせ 

ることはなさらなかった。ある個所で、次のように証している。「あなたが心に留められ

る人間とは、何者なのか。また、あなたが顧みられる人の子とは、何者なのか。あなたは

彼を天使たちよりも、／わずかの間、低い者とされたが、／栄光と栄誉の冠を授け、すべ

てのものを、その足の下に従わせられました。」この言葉は、詩編 8 編 5 節～7 節の、「そ

のあなたが御心に留めてくださるとは／人間は何ものなのでしょう。人の子は何ものなの

でしょう／あなたが顧みてくださるとは。神に僅かに劣るものとして人を造り／なお、栄

光と威光を冠としていただかせ／御手によって造られたものをすべて治めるように／その

足もとに置かれました」から引いている。詩人は、人間は取るに足りない存在であるが、

神は御心に留め、栄光と威光を冠としていただかせ、被造物を治め、足元に置く権能を授

けられたと歌っている。ここで歌われている「人間」と「人の子」は同じ人間を指してい

る。ところが、ヘブライ書の「著者」のいう「人間」は人間であるが、「あなたが顧みら

れる人の子」は「御子」を指している。御子は天使たちより、体を持って生きたわずかの

間、低い者とされたが、栄光と栄誉の冠を授けられ、全てのものを、その足の下に従わせ

られた。世界を天使ではなく、御子イエスに従わせた。「『すべてのものを彼に従わせら

れた』と言われている以上」、御子に従わないものは何も残っていないはずである。しか

し、私たちは未だに、全てのものがこの方に従っている様子を見ていない。ただ、「天使

たちよりも、わずかの間、低い者とされた」主イエスが、十字架の死の苦しみを味わい、

全ての人のために死んでくださったことにより、神の恵みによって、栄光と栄誉の冠を授

けられたのである。「というのは、多くの子らを栄光へと導くために、彼らの救いの創始

者を数々の苦しみを通して完全な者とされたのは、万物の目標であり源である方に、ふさ

わしいことであったからです」。救いの創始者である御子は、諸々の苦しみを通して、人

間に救いをもたらす完全な者とされた。このことは、万物の目標であり、源である神に相

応しいことである。事実、人を聖なる者となさる方も、聖なる者とされる人たちも、全て

一つの源、神から出ているのである。 


